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Summary 
The Mongoloid group who spoke Austronesian words left the small islands near Indonesia and the 
Phillipines for・Micronesiaand Polynesia around 7，000 to 5，000 years ago carrying with them root crops， 
some arboricultural plants and potterγ. These neolithic people were very good at cano巴ing，so they are 
called sea Mongoloids. They spread and made a te出torialexp組 sionto Oceania，巴scapingfrom the 
Australo-Melanesian people who had settled in advanc巴Aus紅alia，Papua New Guinea and other Melane-
sian islands. They migratl巴d，settled and interbred on the way. One of thes巴groupsis the Lapita people 
whose potteries remained in Musau in the Bismark Islands， Melanesia 3200 to 3300 years ago. 
Arboricultural plants such as coconut palms and breadfruit trees were very important in the process 
of migration and settlement in the expansion， and adaptation in the islands. Especially， breadfruits have 
b巴enutilized as fermented storage foods in Oceania. Coconut palms have a characteristic to flow adrift 
on the sea and grow naturally on the beach， and have lots of useful parts as food or other uses according 
to each stage of the growth. Moreoverヲitis very essential that both plants are even now available inex-
haustibly almost throughout the year. 
We made a field study on th巴traditionalprocurement techniques and food processing methods of 
various kinds of local food resources of the Solomon Islanders， which will give us a clue to elucidate the 
process of the teritorial expansion and adaptation in the islands. 
Guadalcanal Island belongs to th巴SolomonIslands with Honiara as the capital. It has a tropical cli制
mate and is blessed with speci白山diverseresources. 
Their traditional food system was strongly based on root crops such as taros and yams as main 
dishes， and local ferns and so on as side dishes al of which grow in Guadalcal Island. Cassava， sweet 
potato and other plants were also introduced to the Solomon Islands from outside in the past since the 
post-contact with the Europeans. Before the pre-contact， they were self-sufficiently rich in local pl組 tre-
sources. Their ethnobotanical knowledge can not only be seen in their life， but their wisdom and width 
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of knowledge have made foreign botanists greatly amazed刷
The s巴as田medunattractive for them and Solomon Islanders never dep巴ndedon marine resources 
very much though thes巴islandsare surround巴dwith marine available resources. You may say that the 
posture which is positive toward the development of the ocean 1・esourcesis not se巴nthroughout the is同
lands exc巴ptfor the islanders like the Malaita islanders who devote th巴mselvesto dolphin fishing. 
There are many cultivated plants that are being ca11ed "cabbage" by a Solomon Pidjin word， and 
there are also plenty of kinds of wild fruit and nuts. Almost a1 are used as daily side dishes. The abun-
dance of side dishes is a big characteristic of the food habits in the Solomon Islanders. 
Lastly， th巴rewill be many people who remember that Guadalcanal Island in World War Iwas one of 
the h品rdイOughtfields. The Japanese army created the airport there‘When itwas nearly compl巴te，it was 
attacked one night by the allied forces and occupi巴d.But now， itis known as Henderson International 
Airport in Honiara. Many battleships of the Japanes巴 Navyw巴resunk in the strait like lron Bottom 
Sound which lays betw巴巴nGuadalcanal Island and Florida Island. At present， itis being used as a diving 
spot or sightseeing beauty spot. The sunken， rotted away battleships in the sea have provid巴dfishing 
spots for various fish and the nest and the growth place. 
At that time， many soliders of the Japanese army ran away to the jungle， afraid of the allied forces 
during the battle. It was too tragic that the Japanese soldi巴rssuffered from malnutrition and death caused 
by malaria diseases， etc. in the jungle. The soldier should have been inculcated in advance to distinguish 
whether or not such a plant could be e乱tenin the natural environment. It is common that th巴upp巴rrank 
always commands lower soldiers， who are usually victims of the war. Therefore we must ke巴pin mind 
that th巴weightof each individuallife is equal. 
Key words: Sea Mongoloids， Melanesia， Territorial expansion， Speci巴sdiversity in tropical islands， 
Local food plants 
1.はじめに
タラウラ村 (Talauracommunity)は，ソロモン諸島の主島ガダルカナル島の首都ホニアラか
らほぼ50キロメートル東方に位置し，およそ300人ほどの人々が住んでいる(函 1) .首都のホ
ニアラには日本に馴染みのうすいWesleyUnited Church， Christian Fellowship Church， South Sea 
Evangelical Church， Church of Melanesiaや HolyCross Cathedralなどの教会が競うように林立す
るが，タラウラ村は大別してローマカトリック教を信奉する200人の信者と， SDA (Seventh Day 
Adventist Church)教信者と Anglican Churchを信じる100人の信者から構成される.Aruligho， 
Mberande， Ravevati， Vulekuku， Komukonga， Kabani， Kolina， Tenaghaghao， Talau， Koleana， Kakaubola， 
Siroa， Koivo， Lonily， Bari KulalakaとAtho(アゾ)の小集落が村のセンターに位置する小学校か
ら，およそ半マイルのあいだに散在している.それぞれ同ーの宗派を信じるものが集まって一
つの集落をつくる傾向が強い体制.
1967年と1972年5月日日に襲ったこつの大きなサイクロンのために現在の村から北方に一一マ
イルほど離れたタシンボコ (Tasimboko)湾に面した海側パランデ (Mberande)JI河口にあっ
た集落が，現在住んで、いる内陸部に移住し
彼らは一年を12月~翌年2月までと 6月の雨期<vuI<トni-utha>と， 3 月 ~5 月と 7 月 ~ll月
の乾期<vula-ni-atho >に分けている.雨期は当然，蚊が活発に活動する時期で，世界有数のマ
ラリア汚染地区になる 1*泊
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図l ソロモン諸島 (SOLOMONISLANDS) 
ガダルカナル島タラウラ村における動横物資源の伝統的な利用技術や管理形態を通して，オ
セアニア島氏の島棋生態系における動植物資の伝統的利用をめぐる生存維持戦略を探るために
1997年 ~1999年まで現地で狭域調査1*出)を試みた.
基礎資料は，現地で、行った聞き込み法，直接観察法によって得られたデータに基づき，調査
期間中にソロモン諸島のマライタ烏，フロリダ島やニュージョージアナト!のギゾ烏での広域調査
のさいに得られた情報も付け加えた.
なお本文中， ( )で表記されたものは英名 (commonname: English name)ないしイタリツ
ク体でつづられたものは学名 (scientificname) を表する.0のものは現地で慣われる独特な
母音の鼻音化 (nasalization) をともなう方名 (localname: vernacular name :現地語名)でもあ
るために，できるだけ披らの表記法に従った.
2.植物相 (Flora)
2四1.主食類
ソロモン島民は，植物利用に関する幅広い知識と独自の利用文化をもっている.とくにヘッ
ドハンテイングなどの習'置をもっていた島民との接触が難しかったことは，布教者たちの記録
にも記載されている (O'Brienl).彼らが白人などの外部と接触する，今からおよそ200年前は，
彼らの伝統的な主食になっていたのは次の三つである.
在来の数種のヤムイモ類 (Dioscoreaspp.) とタロイモ類 (ColocasiαandCyrtosperma spp.) 
と，島によってはクワ科のパンノキ (Artocarpuscommunis)であった.そして，白人たちの外
部との接触後 (post-contact)，新大陸を起源とするキャッサパ (Manihotesculenta)やサツマイ
モ (Ipomoeabatatas) ，アメリカサトイモ属のタロイモ類 (Xanthosomaspp.)や米 (0η'zasp.) 
などが導入されるようになって，伝統的な主食に加わった.
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彼らが伝統的に利用してきた炭水化物には，これらのほかにコンニャク属 (Amoゅhophallω
sp.) ，タシロイモ属 (Taccasp.) ，サゴヤシ類 (Metroλ7おnspp.) ，タイヘイヨウグルミ (1noωrpus
edulis) ，ウルシ科の (Corynocarpus sp.)等のソロモン諸島に国有な食用植物稀ーがある. しか
し，そのいくつかは，ある地域では今なお，重要ではあっても，季節的に利用するか，あるい
は時々にしか利用されない類に属する.また副次的なものとして代表的なものに，バナナ(Musa
spp.) ，パノfイア (Caricapapaya)，シクンシ科モモタマナ属のくtooma>と呼ばれる (Termina悶
lia solomonensis)や，クワ科のくrakwan: rakwana > (Par切ocarpusvenenosa)がある.
キャッサパは，奴隷貿易の見返りとして新大陸からアフリカ地域に持ち込まれた作物である.
一度アフリカの地に導入されると，粗放性で容易に栽培できるところから爆発的に住民に受け
入れられ，とくにパンツ一系農耕民の地理的拡散に大きく寄与した植物である(武田2);
Takeda31 ; Takeda and Sato41 ; Takeda and Sato叶.ソロモンにおいても，キャッサパはもともとあっ
た伝統的な植物ではなかった.しかし生育したまま食物貯蔵庫として長期間にわたってストッ
クし，利用できるために重宝されるようになった.いわば数年間も地下に根茎を放ったらかし
ておいた状態でもキャッサパを食物として利用できるためである.
キャッサパはタピオカくtavioka>とも呼ばれ 葉は本島ガダルカナル島の東部にあるパンパ
ラ (Bambara)村の沖に浮かぶヌグ (Nughu)烏の島民が消費するが，大部分のところでは食
べない.とくに根茎にはシアン酸が含まれるので， 7.Kさらし，加熱，パウンデング (pounding)
等の厄介な調理過程が必要である.
ソロモン諸島で栽培される根茎植物の中で ヤムイモ類がもっとも長く貯蔵できる特性を
もっている.土中から掘り出されたあと，日陰のところか，暗く，乾燥し，常封していない棚
に6カ月以上も置いておける.また，ヤムイモの根茎は，数年にわたって保存食物として役立
つばかりか，日開りや大水でサツマイモが不足するときに貴重な食べ物にもなる.ヤムイモは
もともと一年生植物であるが，ヤムイモの種によっては，野生のまま，森に数年間生育させ，
根茎を数年間にわたって利用する.
サツマイモはクマラ<kumara >と呼ばれ，その栽培品種には1.くnambo>， 2. < pores > ， 3. 
< simi>， 4. < ripi>， 5. < tenaru >， 6. < trimanis >， 7. < western >， 8. < tangarare >がある.南米
を原産として，白人との接触以前(pre-contact)に太平洋を横切って，ニュージーランドとニュー
ギニアにもたらされた横物である.ソロモンには 1860年代にニュージーランドの宣教師に
よって持ち込まれた.
2時 1-1.ヤマノイモ科ヤマノイモ属 (Dioscoreaspp.) 
米やサツマイモに栽培と消費の人気が移り，現在ヤムの消費と栽培は減少しつつあるが，ソ
ロモン諸島やメラネシアで今なお，作物として重要な佼置を占めている.
ソロモン諸島で栽培されているヤムの種類の中で主なものとして，ダイジョ (D. αlαta) と
トゲイモ (D.esculenta)がある.時には，カシュウイモ (D.bulbi介rα) も栽培されている.こ
れらの栽培品種には，地方独自のあい異なる名称がつけられている.ヤムはウピ<uvi >と呼
ばれ，その栽培品種には， 1.<kinabae>， 2.<koru>， 3.<uvi-niu> (においが良い)， 4. takai， 
5 . < saunamo >， 6. < uvトthavoa>(一番美味しい)， 7. < pulorongo >， 8. < doma > (芋が赤いのを
とくにくsisi>と呼ぶ)， 9. < kothikikiri>， 10. < kolokolo >がある.
ヤムは一年生植物で， 8 ~llカ月の生育期間をもっ.種と栽培品種に応じて地方によって独
自の植え付けと収穫時期がある.つるを這わせるように杭を立てる (staking) と根茎の収量が
30%増えるという結果がソロモン諸島で、分った (Hend巴rsonand Hancock51) .大きなもので'45kg
に達するものもあり，根茎が校のように伸びたものをオス，二;股の足のように伸びたものをメ
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スと考えられている.
六カ月のあいだ貯蔵がきくヤムは，ソロモン諸島で栽培される根茎作物の中で，収穫された
あとの常蔵性がもっとも大きいものである.ヤムが栽培作物システムに入っておれば，収穫さ
れたあとのヤムは，一年のうち大部分のあいだ，食物としてストックできるばかりか，日関り
や大水などでサツマイモの~.又護に大被害があったときなどにも貴重な救荒食になる.
ダイジョは，東南アジアのモンスーン地帯が原産と推定されているヤムで，古くポリネシア
人の移住とともに東太平洋域まで またマレ一系の人たちによってマダガスカル島にもたらさ
れ，さらに16世紀にはポルトガル人やスペイン人によって西アフリカや中南米まで持ちこまれ
た作物である.
トゲイモ (D.esculenta)は，ソロモンピジン諾 (Solomonpidgin English)で，パナ<pana> 
と呼ばれ，普通に熔で作物として栽培されるヤムである.インドネシア原産でダイジョほどに
は重要な作物となっていないが，栽培品種は， 1. < poo >， 2. < panamale > (ストライブがあ
る)， 3. < panaparabu >， 4. < panabilo >， 5. < panasisi> (芋が赤い)がある.
カシュウイモは，時にはlOcmにも達する大きな卵球形の「むかごJ(aerial bulbil) を葉肢に
つける.芋は苦いが，栽培品種のなかには苦味のないものもある.たいた「むかごjを，先ず、
皮をはいで、，すりおろしてから，かなり長いあいだ，J11の流れで、洗ってから食べる.食べると
きに， iむかご」は柔らかくて，少々甘くて，とくに水から出したあとで冷えているためにガ
ダルカナル島民のなかには， iむかごjを“アイスクリーム"(custom ic巴四cream) と称して，
珍重する人もいる.
食物が不足したときには野生のヤムを利用することになるが，すり下ろし，水に漬けるか水
洗いなどに時間を要する，伝統的な毒抜きの調理加工をしてから消費する.
また，ヤム (D.nummularia)には，四つの栽培型(タイプ)がある.作物としてヤムとタ
ロイモに頼るしかなかったときの救荒食あるいは食料不足の時のヤムと位置づけられるもので
ある. 2， 3年とか3，4年も焔やブッシュに放置されるヤムである.
ヤム (D.αif.esculenta)は，サイクロンや食物不足に陥りやすいリーフ諸島で植え付けられ
ているヤムである.
アケビドコロ (D・pentaphyllα)は熱帯アジア原産のヤムで，かつては東太平洋域まで伝播し
たが，現在は栽培が放棄されている.積極的に槌え付けされないヤムで，食料不足の時にだけ
救荒食として重要である.
2-1-2. サトイモ科サトイモ属のサトイモ (Colocasiaesculenta)は，インド東部からイン
ドシナ半島部にかけての地域が原産地である多年生織物である.茎は地中にあってほとんど成
長せず，肥大した塊茎を食用とする.
サトイモは太平洋全域で栽培されている.ヤムとともにソロモン諸島では主食の座を分け
合っていたが，中央ナ卜I(Central Province) レンネル (Rennell) 高やシカイアナ (Sikaiana)島
の人々には唯一の主食であった.サトイモの病害と害虫の被害を受けて，ここ30年間に栽培が
激減し，減った分，サツマイモとヤムの栽培量が増えた.
サトイモ (taro) はカケ <kake>と呼ばれ，タラウラ村ではもっとも好まれる作物である.
栽培品種には， 1. < vila品ka>，2. <kake-ni需beti>， 3. < kake-Iaka >， 4. < kalubela > (この葉が
もっとも美味しい)があり，茎の色は白，赤，黄色の三種に分けられる.
また，多数のサトイモの栽培品種の若葉は栄養分があり，人気ある野菜の一つでアヌイ
< anui >と呼ばれる.ある種の栽培品種で，古い葉や紫色した茎のものはしゅう離カルシユウ
ムを含み，炊いても分解しない成分を含む.その不愉快なえぐさのために，まったく食用の対
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象にしない.
またサトイモの茎は，パパイアの果実と同様にブタの飼料になる.
サトイモ科キルトスペルマ属のスワンプタロ(Cyrtospermα chamissonis)は，地下に肥大し
た根茎を有するタロイモの仲間である.ミクロネシアやソロモン諸島では，湿地に生育する野
生ないしは栽培食用植物として知られている.ただし，リーフ諸島 (ReefIslands)では涼しく，
湿気のあるところで乾燥した土地に栽培される.生育期間が 1~ 1O年と長く， 10年もので重さ
60kgという大きな根茎になった例もある.大きく繊維質でない根茎をとるためには普通二年ご
ろのものがもっとも適当であるといわれる.リーフ諸島では 1 月 ~3 月の食べ物が不足する
乾期に重要で、ある.
また，大きな葉はバナナの業と同様に伝統的な調理方法であるストーンオープン (stone
oven:アースオーブンとも呼ばれる)のさいにものを覆うのに適している.
2何 1-3 .サトイモ科コンニャク嵩のエレファントヤム (Amorphophalluscampanulatus)は，
地下に球茎を有する多年生植物で，現在では非常にまれにしか栽培されない.かつては，ソロ
モン諸島も含めて太平洋域のいくつかの島で重要な自給作物だったが，現在は非常にまれに消
費されるにすぎない.
村民は葉も茎もいがらっぽく，何の用途もないもの (wildvila) と，食べられるもの (home
vila) とのこつの車を区別している.
1菊チョイゾル (Choiseul)島のロロコ (Loloko)村では，今なお畑の作物として唯 a栽培Aさ
れている.調理の仕方も味もまったくタロイモと同じである.球茎にしゅう酸カルシュウムを
含むため，調理に長い時間を要する (Purseglobeり.
2-1-4. タシロイモ科タシロイモ腐のタシロイモ (Taccα leontopetaloides)は，ハワイアン
アロールートとかフイジアンアロールートと呼ばれる.外見はコンニャク(サトイモ科コンニャ
ク属)に似た，地下に芋i犬の球茎を発達させる多年生革本である.原産地ははっきりしないが，
インドと推定されている.大きな球茎は15~20%のデンプンを含み， は苦くて有毒なため，
そのままでは食用にできない.すりつぶして水で洗い 有毒成分を流して集めたデンプンだけ
を利用する.
四世紀中ごろにはハワイ，フィジー，タヒチからハワイアンアロールート，フイジアンアロー
ルートあるいはタヒチアンアロールートの名で乾燥したタシロイモデンプンが多量に輪出され
たことがある.以前はポリネシア全域で需要であったが，現在その需要はない.
2戸 1司 5.ヤシ科サゴヤシ属のサゴヤシ (Metro巧lonspp.)は，アトくato>と呼ばれる.ソロ
モン諸島には，他にホンサゴ (M.sagu) と (M.bougainvillel凹 :M.αlomonense)の二種のサゴ
ヤシが生育する.M. salomonenseは，集落の近くにごく普通にみられるもので，よく群生する
ように生育している.野生状態では湿地にみられ，若木が地下茎から多数でるので純林 (pure
stand)をつくりやすい.
M. salomonenseはサゴデンプンの産出量が少ない.産出量が多いホンサゴやサゴヤシ(M.bou-
gainvillense) は，一本の樹幹から llO~136kg (Henderson and Hancock81) とも， 300~ 500kg (堀
田ほか編川のデンプンがとれる.開花結実すると，茎の髄が乾いて枯れてしまうために開花
直前でデンプンを多量に貯蔵している茎を切り倒し，髄を粉砕して水洗し採取するが，大変な
労働をともなう.サゴデンプンの利用が少ないのは，こうした労働投入と調理にかかる手間の
長さや味覚に関係している.
ソロモン諸島でサゴヤシが食料源として重要な地域は，チョイゾル島と北部ニュージョージ
ア (N巴w G巴orgia)高である.また，サゴを食べる知識はリーフ諸島で記録されているが，サ
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ンタクルス (SantaCruz)島，アヌタ (Anuta)島では非常食である (YI巴n101)• 
ブタを飼っているところでは，パパイアの果実，サトイモの茎やクジャクヤシの茎などをブ
タの餌にするが，古いサゴヤシも切り観して，その髄を餌にする.
サゴヤシは屋根葺き材 (roofing)や家屋の壁材(walling)に使われるため，ソロモンでは重
要である.同じサゴヤシ属でくniva>と呼ばれるものの葉は，もっぱら壁材に使われる.他の
サゴヤシと同様にくniva>はおもに沼沢地に生育するが，大きくならない.サゴヤシの棄で葺
いた屋根は， 10年はもっといわれる.その重要性が実証されたのは， 1986年5月に鳥を襲った
サイクロン“ナム (Namu)"のときである.輸入建材等の輸入が滞って，屋根材，壁材や床材
が不足して，長期間にわたって家屋の建築がままならなかった.そのときに屋根に使われるサ
ゴヤシの葉と，壁材や床材に使われる樹皮が多用されたが，サゴヤシは二年を待たないで再生
したという.
2ω1-6.クワ科パンノキ属のパンノキ<bego >はニューギニアからメラネシア地域が原産と
され， 20mにも達する常緑高木である.結実期に季節性があり， 一年に 2 回あるいは 3~4 回
結実する.栽培品種が多いリーフ諸島では，早く結実するものや遅く結実する品種を使い分け
て栽培する智恵でパンノキの結実の季節性を何なくクリアしている.
種なしの品種の可食部は花托と花被部分に相当し，多量のデンプンを含み，乳白色で，粘り
と特有の香気がある.果実をそのまま火中で焼くか，果肉部分のみを煮て食べる.
ソロモン諸島では，時にはフライにするか，ココナツミルクで煮たり，ストーンオーブンで
焼いたりするが，やはり皮をむかずに宜接，火中で焼くのがもっとも一般的な調理法である.
に似ていて，オセアニアの島々で広く主食となっている.
種子ができる果実は，未熟果を野菜とする.また熟果は粗で利用されず，種子を焼いたり妙っ
たりして食用にする.
結実に季節性のあるパンノキが重要なのは，ヤムのように貯蔵がきくからである.その方法
は種なしの品種の果実を穴を掘りバナナの棄で器をつくり，果肉部分を踏み込んで発酵させる
(pit-fermentation)か，乾燥させる.発酵させた場合，貯蔵性のある味噌状の食品となり，
食としてポリネシアやミクロネシアで重用される(武田凶).発酵法はソロモン諸島では，あ
まり行われないが，アヌタ烏やテイコピア (Tikopia)島だけで行われているにすぎない.ま
たテモツナ1' (Temotu Province)では，焼いたパンノキを裂いて乾燥させた“ナンボ"と時んで
重要な食物である.何年も保存がきき，ビスケットとか，時にはスープにできるからである.
サンタクルス島では，サツマイモにひけをとらないほど重要な主食だった (Yen12J). 1)…フ
諸島，アヌタ島，テイコピア島ではソロモン諸島のどの島よりも過去においても現在でも重要
で食物になっている.
2-1-7.マメ科タイヘイヨウグルミ属のタイヘイヨウグルミ (lnocarpusedulis)は，ポリネ
シアンチェスナットとかタヒチアンチェスナットという英名をもち，ソロモン諸島でカット
ナット (cut-nut) とか，タラウラ村ではメンガ <menga>と呼ばれる.高さ30mにもなる常緑
の高木である.生でも食べられるが，焼くか，ストーンオーブンで焼いた穂子が食べられる.
煮ても食べられる.短期間の貯蔵は調理したあと，爽と一緒にしておけば可能である.
テモツナト|でもとくにリーフ諸島の島氏には貴重な食物である.栄養学的に優れた食物で， jf
白含有量はサツマイモにひけをとらないばかりか，繊維と炭水化物含有量はサツマイモの倍で
ある.ただい脂肪分が非常に多いためにサツマイモの錯以上のカロリーがある (Powell1り.
さらに薪は，アカパナヒルギと同様にコプラ (copra:ココヤシの粧乳でかたくなった脂肪
層で，これからマーガリン，石けん，ろうそく，ダイナマイトなどをつくる油脂原料となる)
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乾燥にもっとも適した樹種である.
2-1-8.バショウ科バショウ属のバナナ (Musαsapientumand M. pαradisiαca)は，ブジイ
< vudi >と呼ばれ，料理用バナナのプランテインバナナも含む.その栽培品種は 1. < veveru >，
2 . < maraghosere >， 3. < susu >， 4. < sangatu >， 5. < ngaunga >， 6. < vuditina >， 7. < varisi >， 8. 
<auravua>， 9.くghue>，10. <tola>と豊富である.
2 -2.野菜類
ソロモン諸島では，栽培種や野生の採集種の多くの植物が野菜として副食に利用される.こ
れらは全て，ソロモンピジン諾で一般に「キャベッジJ(cabbage) と呼ばれる.シダ植物，つ
る植物， l草木，喬;1;:から産出されるものが，全てこの範障に入ることになる.いわば，オカズ
として利用される植物全てがキャベッジという名で括られる.ソロモン諸島では野生種であっ
ても，栽培種であっても，その用途の幅が，どこの地域よりも多様である.また，ある種の肉
とある種の野菜が調理上の取り合わせがよいものとして諦理されるのもソロモン諸島の食文化
の特徴といえる.
食用とされる部位が，業以外の部{立のものもある.また緑色樋物ではない植物が野菜として
伝統的に科用されているものには，サトウキピ属の (Saccharumedule) と (Bruguieragymnor-
rhiza) ，グネツム属の (Cnetumspp.)，ウリ科の (Cucurbitasp.) などがある.この他に外国か
ら移入された野菜で重要なものには，カボチャ (Cucurbitamoschata) ， トマト (Lycopersiconly司
copercicum) ，ナス (Solanummelongena)やシカクマメ (Psophocharpustetragonolobus)がある.
いずれも米関定種であるが，黒褐色の傘をもち，傘の裏側と柄は白いキノコ<noko >や，イー
スターの時期にだけ食べられるイネ科のくtabethi>の穂先がある.前者は，切り倒したサゴヤ
シや樹皮を糾ったあとに不定期に自生してくるキノコである.アブラヤシにも向様に自生する
とはいうが，確認していない.とくに除草剤や消毒を施すアブラヤシに出てくるキノコの場合，
大量であっても採集の対象にしない.
また，チャイニーズキャベッジと呼ばれる野菜も近年，導入されるようになり，ソロモン諸
島で栽培されている.首都ホニアラの市場に出荷するためにガダルカナル島の平原部では畑で
栽培されているばかりか，ソロモン諸島全域にわたって庭や村の一郭に栽培されているものも
ある.栽培しやすいことや，島氏の日香好や食習慣に合致した植物には，ネギ属のエシャロット
(Allium cepa) ，ササゲの一干重 (Vignasesqu伊edalis)，カラスウリ (Trichosanthes cucumeroides) ， 
キュウリ (Cucumissa抑制)やピーマン (Capsicumannum)が代表的なものである"水辺やス
ワンプに生育するヒルガオ科のヨウサイ(空心菜)< kankuu > (Ipomoω aquatica)やゲンデ
<gede>と呼ばれる未同定種の若い葉もオカズに利用される.
しかし，伝統的なソロモンの野菜としては，以下のものがある.
2-2-l.シダ植物
2-2-1 -a. クワレシダ:ヘラシダ属<kasume > ，くtakuma(? pidgin English) > (Diplazium es同
culentum) 
ソロモン諸島でもっとも頻繁に利用される野菜の一つにメシダ科のシダがある.若芽は，一
年中発芽するのでいつでも利用でき，非常に有用な野菜である.木性シダ (tree fern)ではな
いが 2，3 mにも成長する.普通，野生のものを摘みとるが，たまに集落の近くに植えたり
もする.
ホニアラ地区にある市場で束ねたクワレシダを売って現金収入を得ている家族もある.ただ
摘みとったシダは，時間が経てば，葉が縮むばかりか，黒ずんでしまい食べられなくなってし
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まうために長くおけない.繊維質が少ない茎と葉の部分は 新鮮なうちにスープにココナツミ
ルクと一緒にたいたり，ストーンオーブンで焼いたり，あるいは蒸して食べる.高頻度に野菜
として日常の食卓に上るもので ザイールのンガンドウ族のキャッサパの葉の料理(武田川5);
Takeda16l Asato et al.l71 ; Takeda and Sato 18川))に相当する.
葉の色が新緑色になるまで一，二時間ほど湯がいた柔らかいシダを，水を切ったのちに，細
くつぶしたタマネギ¥ トマト，少々のライムジュースと少々の塩を添えたココナツミルクを加
えるオカズは，少し手の込んだ料理法に属する.
2-2-1-b.ヘラシダ属 (D.stipitipinnula) 
クワレシダと河様に調理され，食用にされる.茎部は繊維質が多いために食されないが，柔
らかい葉だけをちぎって調理する.このシダは，どこにでもあるものでないばかりか，また生
産性が低いために，ホニアラの市場で売られるほど多量に採れない.しかし，ホニアラの町か
ら離れたところで利用されることが多い.
2合 2 1品 C. ヘラシダ属 (D.proliferum) 
にないために珍しいシダに属する.たまにしか採集されないが，芽や柔らかい葉，若く
柔らかい中肋 (frond) を摘んで食される.
2♂ 2-1-d. シシガシラ科のシダ (Stenochlaenalaurifolia) 
つる性シダで赤っぽい若い葉を摘んで、食される.つるの根は i群や家の建築の際に結縛する
ロープにもイ吏われる.
2-2-1-e. ヒメシダ科ヒメシダ属 (Cyclosorusmagnificus) 
調理は伝統的には竹で湯がいたが，今は他のシダと同様に湯がいた芽と若い葉が食用にされる.
2 -2 -1叩f.コノfノイシカグマ属 (Dennstaedtiasamoensis) 
若い芽が，時には，開いたばかりの若い中肋も食される.
2時 2 1守 g.ヘゴ属 (CyatheaSpp.) 
木性シダの仲間である.若いゼンマイ状の葉，開いたばかりの中肪が2，3の種で食される.
C. vittataのシダの場合，若い葉でも苦みがあり食されないが，茎の頭頂部の髄は食される.
食べるまでに 2，3カ月の準備期間が必要である.先ず，葉を含めた頭国部を切り落とし 2，
3カ月後に一枚か二枚の葉が再生するのを待って，シダを切り伺!して，食用とする茎の髄を取
り出すからである.
2-2-2. ガガイモ科のキジョラン属の (Marsdeniaaf. tenaciosina)の革本性つる植物がある.
若い葉は，よく調理される野菜の一つである.しかし人聞が利用する上での欠陥は，巻きつい
て生育した樹木の樹冠部にもっとも食べごろの葉が生育しているために採集しずらいことであ
る.
2叩2-3. ウリ科カボチャ属の (Cucurbitasp.)は草本性つる植物で，時々栽培もされる.熟
したときに赤か黄色っぽくなった実を焼いて食べる.デンプン質の主食に添えられる野菜であ
る.外皮以外はすべて食用になるが，種子は料理したときに油っぽいためにパンノキ，ヤムイ
モやサツマイモなどと一緒に食べるのがいいといわれる.これもつる植物であるため，巻きつ
いた木の樹冠部に実をつけるために採集するのが厄介である.
2-2-4.イネ科サトウキピ属の (Saccharumedule)はサトウキビに近縁で，パフ。アニューギ
ニアを原産とするものである.畑に栽培される.茎の先端部につける未開花を焼いたり，ココ
ナツミルクに入れて炊いて食べる.蛋白含有量ではトウモロコシをはるかにしのぐ.
時々この未開花を束ねたものが，ホニアラの市場で売られることがあり，人気がある.
2-2-5.ナス科の (Solanumverbasc(folium)は，野生のナスである.黄色くなったときに食
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ベる.外皮をむいてから，普通のナスのように調理するか，生で食する.
2“ 2 -6. アカノfナヒルギ
ヒルギ科アカパナヒルギ属のアカパナヒルギ、 (Bruguieragymnorrhiza)は，熱帯のマングロー
プ林でやや内陸に位聾する地域に生育する.樹高がもっとも高くなるマングロープの一つであ
る.時期になると，木から落下した実をIJj盛りにしたものが，ホニアラの市場で売られている F
今後，ますます人気が出そうな野菜である.若葉や外側の皮を取り除いた果実(粧)が食用に
されることがあるという.実にはタンニンを含むため，苦くて食べられない.長時間の調理時
開を要する.
また薪は，タイヘイヨウグルミの木と問様にコプラを乾燥する際にもっとも適しているとい
われる.
2四 2-7 . トロロアオイ
アオイ科フヨウ属のトロロアオイ (Hibiscus manihot)はパウラ<paura>と呼ばれ，ソロモ
ン諸島では，一般的にはスリツノ~ 1)ーキャベツ (slipp巴rycabbage) と呼ばれる.日本ではオク
ラとして笑が市販されている野菜であるが，ソロモンでは赤い筋がある業を消費する.メラネ
シア全域で，“もっとも伝統的な野菜である" (Barau却))といわれる.栽培されたものを定期
的に摘んだ若い葉をスープに入れるか，石焼き，あるいはフライにして食べるが，ココナツか
魚、と一緒であることが多い.この葉はトウモロコシのおよそ二倍の蛋白，高カルシュウム，ピ
タミンAとCを含んでいる.ホニアラの市場で売られている量や ソロモン諸島全域の畑で見
られる頻度からして，この野菜は健康食物と蛋自源としてソロモン島民の食生活には欠かせな
いほど重要なものである.
2-2-8. ウコギ科タイワンモミジ属の (Polysciasspp.)には， 8 ~1Oの栽培・品種型(タイプ)
がある.葉が食用になるタイプは， p.fトutzcosaやP.scute llaria などの 2~3 種に限られる.若
をスープに入れて煮るが，大抵はストーンオーブンで焼く.シャコガイと一緒に料理される
ことが多いために“シャコガイと結婚した"といわれるほど調理の組み合わせがよい.また葉
がもっ芳香のためにブタやウミガメのような脂っこい肉と一緒に食べるのは，もっともよい組
み合わせになる.
テモツ州では， トロロアオイと双壁をなす野菜である.
2 2 -9.キツネノマゴ科ル 1)ハナガサモドキ属 (Psederanthemum sp.)の若葉や芽は，野菜
として食べられる.葉は煮ても，少々酸っぱいために魚やプタと一緒に料理したらよいといわ
れる.
2 -2 -10. トウダイグサ科のボルネオキャベツ (Sauropusandrogynus)は，高さ 2，3 mの低
木である.ソロモン諸島が原産地ではなく，ボルネオあたりからの移入種である.容易に木か
ら摘みとれる若芽，柔らかい葉，頭頂部の芽や花が，とりたてて調理の手を加えないで食され
る.
インドネシアでは葉を食用にするほか，乳汁分泌促進剤に使われる.
2-2-11.サラダノキ
オシロバナナ科オオクサボク属のサラダノキ (Pisonia grandis)の葉は，野菜として利用さ
れる.すぐ調理に使うために家の近くに植栽されることが多い.大きな若葉と茅が食され，
はレタスのような味がする.ブタ，ニワトリ，脂坊の多い肉料理ともっとも合うといわれる.
2♂ 2 -12. グネツム
メラネシアの大きな島艇では，グネツム科グネツム属のグネツム (Gnetumgnemon)の若葉
はスープ用に，また未熟果実は野菜として食される.デンブンを多量に含む種:子の内乳は食べ
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られるが，生のままでは苦みがあって食べられない.
2 -2 -13. クワ科イチジク属のサンドペーパーキャベツは 葉がざらざらしているためにサン
ドペーパー〈主amau>と呼ばれ，とくに頭頂部の若くて柔かい葉や芽が食用の対象になる.こ
れには4種がある.
その中でもっともよく食べられるものは，Ficus copiosaで若葉と芽が食用になる.まれに来
も食べられる.
ソロモン諸島全ナ1'で重要な野生積の F.wassaの若葉と果実は，葉がざらざらしているために
サンドペーパーの名にもっともふさわしい.ただし，調理しでもざらざらしているために Ficus
coplOsaほどには利用されない.
マライタ島でブッシュキャベッジと呼ばれる F.ede俳ltiの若葉は，前記二つのサンドベー
ノfー の木と比べるとず、っと少ない.
ポッサム (possum: phalanger)やブタの肉と一緒に料理すれば，もっとも美味しい野菜であ
るといわれる.
F. pr.ω百inicarpaは，もっとも少ない種である.落葉したあとに先ず出てくる若い葉が，柔ら
かくて人気ある野菜になる.わず、かに風味に富むため，葉はココナツミルクで煮たり，コプラ
をすりおろした粉と一緒に焼いたりする.お祭りのときによく出される焼いたブタの調理に最
適な野菜といわれる.
2 -3.果実類
ソロモン諸島の在来種で重要な食用果実には， トケイソウ科トケイソウ属の (Passiflorafoet司
id，α) ，パラ科キイチゴ属のナンヨウキイチゴ (Rubusmoluccanus)，ショウガ科の (Homstedtia
⑮cosoma) ，ウルシ科の (Coηnocarpuscribbeanus)，アカテツ科の (Pouteriamαclayanα) など
の植物がある.
ソロモン諸島に導入されたものとして，スイカ (Citrulluslanatus) ，パインナップル (Ananas
comosus) ，また最近になって，クダモノトケイソウ (Aωsiflora edulis) ，オオミネトケイソウ
(p. quadrangularis)， トゲパンレイシ (Annonamuricata)，メロン (Cucumisme 10 )や数種類
の柑構類 (Citrusspp.) などがある.カタバミ科のゴレンシ (starflUit) (Averrhoa carambola) 
< faibukona >や，フトモモ科のレンブ (roseapple) (Syzygium sp.) < gaviga >は，いずれも近年
に東南アジアなどから移入された果実であろう.ほとんどが，方名をもたないのが大きな特搬
になっている.しかし，在来種に近いものがあったマンゴー (Mang俳raindica)の場合は，方
名と同じ名称で呼ばれる.ただし，パパイヤの場合は，導入された年代が古く，彼らの食生活
に欠かせない植物でもあったためにマンゴーの場合と同様，外来種であっても方名をもってい
る.とくにパパイアは，未熟なパパイアの実を果実として食されるだけでなく，野菜としても
スープに入れて調理されるために日常的に重要な植物である.
パパイア科パパイア属のパパイア (cαrica papaya)は，ウ 1)< uli>と呼ばれる.とくに黄
色く熟したパパイアはブタの飼料になる.クック諸島(Cook Islands)のサザングループ (South伽
ern group) に属するマンガイア (Mangaia)島でも熟したパパイアをブタに放り投げて食べさ
せる.
その他に在来ないしは固有な植物で，果実あるいはその他の目的で重要な樹種には，マレ}
アップルとも呼ばれるローズアップル (Eugeniamalaccensis)がある.これはガピガ<ghaviga> 
と呼ばれ，子どもたちがよく木に登って採集する.他にオセアニアライチー (Pometiapinnata) ， 
ヤエヤマアオキ (Morindacitrifolia)ゃくgono>と呼ばれるアカテツ科の (βurckellaobovαta) 
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などもある.
ヤシ科のココヤシ (Cocosnucifera)は，ジュース，殻の内側にできたコプラやヤシ酒 (palm
wine)等が多様に頻繁に利用されるために，太平洋全域で日常の食生活に欠かせない植物に属
する.
果実はニウ <niu>と呼ばれる.住民は果実の成長段階をちゃんと識別していて，成長段階
に応じて異なった名称がある.若い頗から， a ~ gまでのl呼称があるが， e ~ gtま実が*から
地上に落下している状態である.
a. ケーズくkethu> もっとも，若い実で佐乳も未発達で用途がない時期の実である.
b. コロ<koru >臨乳が未発達な状態で匹乳液のジュースが殻の内部にある時期の実.
C. ロソ<roso >殻の内部に柔らかいコプラが発達し，ココナッツジュースとして飲用
するのがベストの時期である.
d.ロソニマードゥ<roso-ni-mathu >内果皮に付着した脂肪患のコプラが少々堅くなっ
ているが，ココナッツジュースも飲用できる時期の実.
e. ガシ<ngasi >果肉のコプラが堅くなり，ジュースもまったくない時期の実.この
時期のものをウム <umu>と呼ぶ地域もある.
f.ニウマテ <niumat巴>堅くなったコプラをすり下ろし (grating)て，調理に使うコ
コナツミルクをつくるのにもっとも適した時期の実.
g. ピラ<pira >発芽しはじめた時期の実.発芽し始めたココヤシから葉のついた茎を
ヨiき抜き，殻に近く，白く柔らかい部位<kakalo >をかじる.また果皮を剥いだ (husk時
ing)時にココヤシの殻の頭頂部に{す着した下部もくkakalo>と称し，子どもたちが好
むのは，柔らかく少々の甘味を含んでいるためであろう.殻の内部にスポンジ状の白
い塊(アップルとも呼ばれる)ができる.これをパンとも称するが，タラウラではプ
プくpupu>と呼び¥食用にする.またミクロネシアのヤップ島では，ヤッブのアイス
クリームと称して食用にする.この時期の殻は焚付けに使われる.
住民は換金作物としてアオギリ科のカカオ (Theobromasp.) を栽培している.しかし，カカ
オ価格の減少が続いている昨今，ココヤシの乾燥コプラの生産に力を入れる人が増えてきた.
彼らは，熟したカカオの果実を見つけると甘い果肉だけを食べる.
2 -4.竪果類(ナッツ)
堅:果はソロモン諸島のどの地域でも重要であったが，とくに西部州(w，巴sternProvince)は，
そうした地域の一つである.北部ニュージョージア烏では，他部族の来襲を受けやすい沿岸部
の住まいを避けて山間部に住むことが多かった.しかし，沿岸部にまったく出向かないわけで
なく，年のうち数カ月を，敢えて沿岸部や低地帯に出て行って，カンラン科カンラン属の(ngali
nut) (Canariz川 indicum) などを採集した.またレンネル島では，向じ理由でくゲムギ〉と呼
ばれるカンラン科の堅果 (Haplolobusspp.)が重要な堅果であるばかりか，その所有権も決まっ
ている.
2-4-l.サガ1)パナ:カットナット (cut-nut) (βarringtonia spp.)は，メンガ <mega>と呼
ばれ，粧乳が食される.いくつかの在来種があるが，栽培と選択の人的な要因が働いて実の形，
サイズ，色が異なる多くの栽培品種を産んで、いる.サガ、リパナ属の植物も多様な用途がある.
2 -4“ 2. カンラン科カンラン属(Canarium indicum)は，タラウラ村やガダルカナル島では
セラ<sela>，ソロモン諸島ではガ 1) < ngaliあるいは galipnut>と呼ぶ.結実に季節性があり，
10月に採集される.
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実は輸出用，あるいは油抽出用に使える有望な樹木であるー広く栽培されているところから
も，重要な樹木だ、ったことが分かる.
また，同属の(c.salomonense) も
2-4-3.モモタマナ
な堅果である.
モモタマナ (seaalmondo: Indian almondo) (Terminalia catappa)は，ソロモンピジン語Jでア
リテ<alit巴〉と呼ばれるそモタマナ属の植物である.
2 4-4.ノfンダナス
タコノキ科の (Pandanωspp.)はポロ<poro >とか，カウベ<kaupe >と呼ばれ，英名 (scr巴W
pine)である.
乾燥させた葉(横維で非常に丈夫なマットを編む)，種子(食用)，根(ロープ用)など多様
な用途がある.カロチンとビタミンCに富むタコノキ属の植物である.
2-4-5.マンゴー
マンゴー (Mangiferaindica)はケアくkea>と呼ばれるが，マライタ島ではアサイ<asai >と
呼ばれる.とくに美味しいものにはコラ <kola>という名称がある.
一月ごろ，オオコウモ 1) (flying fox)が夜半，食べたマンゴーや，熟しているが，まだ落下
していないものを朝方にマンゴーの木の下を探すのが， 子供たちの朝一番の日課になる.熟し
たせいものだけを本能的に食べるコウモリのお裾分けにあずかる.落ちていても桂色に熟して
いないものは時期尚早で採集の対象外になる.
2四 5.救荒食 (faminefoods) 
サイクロン，地震や作物の病害に曝されることもあるソロモン諸島は，作物に重大な被害を
こうむることがある. しかし彼らは，自分を取りまく野生植物の中で何が有用で，また何が食
用になるかという知識を持ちあわせているために，これまでこうした逆境に打ち勝ってきた.
救荒食と考えられるものの中には かつては主食になっていたと思われるものもある.それ
らは，ソロモン諸島民の伝統食として営々と築いた文化的遺産と位置づけてもいいものである.
しかし，とくに畑の生産性を増大させたサツマイモや他の食用植物，あるいはそれらの栽培品
種がソロモン諸島に導入されたことが大変化をもたすことになった.また，伝統的に採集され
てきた野生植物が，多大な労働投入量，準備，調理のさいに毒抜きを要することなどのために
日常的な利用から敬遠されていったものもある.いわば，飢鑑食の対象にされる楠物は，現在
の主食の座から降りてしまい，食物不足や多大なストレスがかかった時期だけの食物として利
用するようになったものが多い.
ある種のヤムイモ，サトイモ科のスワンプタロ (swamp taro)や野生タロ，カンラン科の
(Haplolobus sp.)，タイヘイヨウグルミ属の(Inocarpusfagij台rus)やタシロイモ(Taccaleontopeta-
loides)などは，まさにこうした植物に相当する.これらの植物は，今なお，ソロモン諸島の
中で利用しているところもあるが，一般的には救荒食 (faminefood) と位置づけられるもので
ある.この他に，ソテツ科ソテツ属のマレーシアパ}ムファーン (Cycω rumphii)，ウルシ科
の (Corynocarpuscaribbean削)やアカテツ科の (Pouteriamaclayana)がこうした部類に属す
る.
2-6.植物性噂好品と食用昆虫類を産出するホストプラント (hostplant) 
ヤシ科のどンロウ (Arecacatechu)の果実であるベーテルナット (betelnut) < bua >は，ホ
ニアラの市場や地方の小さな市場でいつも売られている.少ない時には値段が跳ね上がること
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もあるが，鳥民には必需品といえよう.また，コショウ科コショウ属のキンマ (Piper‘betZe)
の葉も同様に売られている.
ピンロウの果実を縦に裂いたものに少々の石灰 <poke>またはサンゴをつぶした粉末などを
まぶし，キンマの葉でくるんでチューインガムのように口内で噛む習慣 (betelnut chewing) 
は，マレーシア地域を中心にミクロネシアやメラネシアで広くみられる.ピンロウの種子の成
分と布灰が反応して，唾液のみならず，口腔粘膜や舌が朱赤色に染まる.この唾液を飲み込め
ば，ピンロウに含まれるアルカロイドヤキンマの精油成分が人間の神経系に作用し，鎮静効果
あるいは，酔ったような気分になる.口内で噛んだ最初の唾液は，もっとも強い成分が含まれ
るために飲み込まないで，チュウイングしながら，赤いi撃を吐き出す.
ソロモン諸島の多くのところで この習慣は 人と人とが出会うときや集会のときにも欠か
せないものになっている.キンマの葉やピンロウの実を相手に差し出すのも親交的な礼儀であ
るといえる.
ヤシ科ピンロウ属ピンロウ (betelnutpa並1)<知a>は，インドあるいはマレーシアが原産の
ヤシである.ピンロウの来実自体には唾液分泌を促し，苦み成分がある.ピンロウをかむ習慣
を禁じているキリスト教の信者がいるところを除けば，ソロモン諸島の全鳥で栽培されている.
マロパ(西部州)も，その習慣を宗教的な戒律で強く禁じている.
ヤシ科ハケヤシ属 (RhopaZobZasteelegans)の果実は，ピンロウの実が不足したときにその
代用品になる.
コショウ科コショウ属のキンマ (Piperbetle )は，マレーシア原産の常緑つる性の革本であ
る.葉はとくにミネラル，鉄分とピタミンAに富む.口腔内で噛めば，コショウの風味があり，
口の中が熱くなり，さわやかな刺激剤で、ある.葉，果実，時には茎を裂いたものをピンロウと
一緒に噛むために地方の市場でも売られている.
ナス科タバコ嵐 (Nicotianatabacum)の栽培されたタバコの葉<lecona>は，市場でも売ら
れることもある.普通は他人で消費される.
ヤシ科クジャクヤシ属 (cαryot，αrumphiana)の幹は建築材料に，中肋は一時的な小屋の屋根
に使われる.生のもののも，腐食したものでも，茎はブタのよい銅料になる.マライタ島の内
陸部のブ、ツシュに住む人たちは，倒したヤシの樹幹に講を掘って，甲虫の幼虫(?Rhynocarho-
rωsp.)を巣くわせて，その幼虫を食用にする.週に 2，3間消費するほど大事な蛋白源になっ
ている.クリスマスの頃にたくさん出回る.
コショウ科のカパ (kava:ポリネシア語に由来する) (pウDermethysticum)は，ラングス <lan-
gus>と呼ばれ，キンマと同じコショウ属である.ポ 1)ネシアやメラネシアで広く飲用するも
のに麻酔性飲料のカパがある.根から抽出した成分のメスシチンには，鎮静効果があり，もと
もと伝統的な儀礼や行事のさいに飲用されたものであるが，日常的にも飲用される.ソロモン
諸島では，テイコピア鳥やアヌタ島を除けば，飲用されない.
ヒルギ科アカパナヒルギ属 (Bruguieraparviflora) は，マングロープの一つである.薪とし
ても有用であるが，この木の倒木に巣くう甲殻類に属する，ニオガイ科とフナクイムシ科の二
枚貝の食用海洋昆虫が蛋自源として貴重である.
また，マライタ島ではヤシ科サゴヤシ属のサゴヤシ (Metroλ;ylonspp.) を切り倒し，腐食し
たサゴヤシの樹幹に巣くう甲虫類の幼虫を賞味する (H巴ndersonand Hancock2吋.
いずれにせよ，グレートインセクトイーター (greatinsect屯ater)と呼ばれる，中央アフリカ・
ザ、イール(現コンゴ)の熱帯多雨林に住むモンゴ系住民が食する51樟の食用見虫類に比べれば，
数少ない(武田却;Takeda25i) • 
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2 -7.毒流し漁j去に積われる魚毒 (fish-stupefyingpoison)植物
日本本土や南西諸島(武田部に眼らず，東南アジアなどでも を用いた漁法がある.
ソロモン諸島においてもソロモン諸島に囲有な植物で伝統的な漁漁、j法去に使われる魚毒植物がある.
2一7-1仁. トウダイグサ科のトウダイグサ属(恒Eμ叩iph加or均bi，ωどα1plωun仰mη7eroid，必'es)は，マノfイ <m羽n油a幻j)と
H呼乎ばれるi潅餐木で，栽培されている.茎棄を傷つけると白い乳液が海市するが，若葉や校を折っ
た時に漆出する乳液を魚、毒に{吏う.ナマコやカニを除けば，大抵の海洋生物に有効である.時
にはカメやサメも殺すほど強力で、あるという.校ごと海にもっていき 水に沈めたまま葉をも
ぎとる.樹皮を互いにこすって汁を出すが，この潟、の;場合，手に火傷と浮腫を負いかねない.
地元民は漁をする前に浜で用意した焚き火で手を予め暖めておけば，これを防げるという.
この魚、毒は，雨が魚類の行動，あるいは植物の乳液成分そのものを変化させてしまいかねな
いために，雨期のシーズンには毒性の効力が十分期待できないと信じられている.
また，この乳液は魚類の視覚に効く毒性があると信じられていて，視覚をやられた魚は，行
動のバランスを失い，ついには死んで海面に浮上する.
こうして得た魚、は頭部と盟を取り除いてから食べる.
2“ 7伊 2.マメ科デリス属 (Derrisheter叩 hylla) には二種の栽培型(タイプ)がある.海で魚、
がいる近くの水中で葉や茎を石や砂などでたたきつぶす.マレ一シア， 1沖中縄(武田却劃f閣湖却捌，
Takedaぷ30却0η，ミクロネシアのパラオ (Takeda311) やヤッブ (Takedaω) などでは根を水中で潰す
ことが多い(武田お加;Takeda351) が，いず、れにせよ，人に対しての毒性が強くないために実
に有効な漁法である.
またマメ科デリス属のなかで15種のデリスと 8亜穂と変異がパプアニューギニアに生育して
いる.そのうちの三種 (D.elegans， D. eliptica， D. malaccensis)が魚、毒に使われている.D. elip悶
ticaのキjミをつぶしたものは，ニューギニアダイナマイトという異名をもつほど，パプアニュー
ギニアでは自殺に使われることすらある.ソロモン諸島にある，もう一つのデリスはD.eliptica 
と同定できないが，毒性の強さと淡水の魚にもっとも強力な毒性をもっている.ブッシュには
たくさんあり，栽培されることは，非常にまれである.
デリスのつるを重い木で叩きつぶして，有毒な成分を抽出し， JlIの魚、を捕獲するのに使われ
た.これで捕れた魚には人に有害な成分を含まないといわれる.
2-7-3.セリ科チドメグサ属 (Hydrocotylejavanica)は 1mに満たない革本である.草本
全体を地面のくぼみなどで操んだものを河川の水たまりや浅いところに浸す.
2-7-4.サガリパナ科サガリパナ属のゴパンノアシ (BarringtoniaasIatica)はデリスほど毒
性が強くない.未熟な果実はサボニンを含むため，オセアニア全域で果実や樹皮をつき砕いて
として利用する.砂と混ぜてついた種子を， 1)ーフにあるタイドプール(潮だまり)に入
れて，魚、を麻痔ーさせ，水面に浮いた魚を捕る.その水の飲用や種子を食べるのは，有害で危険
であるが，毒に麻縛した魚、を食べても人にはまったく害はない.
3刷動物棉 (Fauna)
3自 1寄ほ乳類
太平洋の島々は，かつては，ほ乳類でこ種類のコウモリと，飛べない烏 (flightlessbird) ，は
虫類の天下であった.イヌ，ブタ，ニワト 1)やネズミなどは，人間が外部から持ち込むまで生
息していなかった.
ソロモン諸島で、食用の対象にする家畜には，ブタ <mbe> がいる.ブタはどの家躍でも 2~
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3頭から数頭を飼育している.ウシくbuluka>は一般的ではなく，その肉は市場や認Iの屈で購
入する.また犬くkau>や猫<kusi >も飼育しているが，食用としない.
家屋などに生息するネズミくghuthuve>は，食べない.
野生のほ乳類は，ボッサム，オオコウモリ，コウモ 1)とイノシシ<be > (bush pig)‘だけで実
に貧相である.弓 <bag巴〉と矢<kuali >で弓矢猟をする人もいる.一般的な狩猟具ではないが，
ごく一部の人が所有している鉄砲 <kukuro>で散弾 <bololo>や単発弾くbololo>を使い獲物を
射る人もいる.また，木の股にゴムを結び、つけて作った手製のパチンコ<toli > (slingshot: cata-
pult)で少年たちは，小石を弾にして獲物を狙う.さらにごく稀な例として，訓練した犬を 6
~20頭も使い，犬に追い込ませたイノシシを槍<tinabi >で仕留める人もいる.とくにゴール
ドリッジの山手には肉だけで指肪層がほとんどないイノシシがいる.
イノシシを担ったはね畏 (spring加がの一種ピテイアンベ<pitiabe >や締め民の一種<liligo > 
がある.いずれも地上に仕掛ける.
ポッサムは，犬くらいのサイズで灰色の毛をもっくvalasi>と小型のくchugunu>と呼ばれる
夜行性の有袋類である.いずれも大人が日中に木に上って 巣穴にいるところを捕獲する.夜
間の場合， トーチを間らして，ゆっくり移動しているポッサムを木の下から銃でねらい，落下
したものを捕獲する.牛肉と同様な味をもっという.
<manusau>と呼ばれる大型のオオコウモリと， < manukiki >と呼ばれる小型のコウモ 1)，さ
らに小さなコウモ 1) < kulape >がいる.少年たちがパチンコでパンノキの実を食べに来たとこ
ろや薄暮に飛来するものを狙い，いずれも食用の対象になる.
3山 2胴鳥類
家禽には，食用にするためにニワトリ<kudu >を飼育している.野生の鳥類はいずれも捕獲
の対象であって，捕獲し食用にする.とくに大型のハトくmarui>ヤカモ<haranga >の場合，
鉄砲を罷って捕獲する.
同定していない烏であるが，カワセミ<kisoso > ，ハト(大型!のくmarui>と小型のくkabuku>)， 
スワンプに飛来する野生のカモ，ツカツク 1) < kolω> (制凶，オウム(くkaJakilo>とトウモロコ
シの害鳥で白いくmarago>)，大型の鳥<kiso >，クイナの一種<kuisa>，ウズラ <mllrugo>，フ
クロウの一種<kuru >，ワシのー撞くpoloi)，カモメ<dadai >や黒い海鳥<dallla>，未同定種の
鳥類、(< piu >， < koniro >，< ulake >や夕方に鳴く鳥<sui>， <lauru >， < kakatu >，森に生息しているブルー
の色をしたサイチョウ?くbina>，黒い羽毛のくtomi>や長い尾羽をもっくbulewao>)が生息し
ている.
3-3剛は虫類と両生類
陸生のカエル<puloko >とくbaJi)に識別しているが，いずれも食用にしない.ただしJ1 に
生息するカエル<bali>は，食用の対象になる.他にヤモリ<lalahu>，トカゲ<kui>，ヘピ<umata>
がいる.ほかに未確認種のものであるが，オオトカゲの一種<gunu >，マングローブに生息す
るオオトカゲの一種 <kolage>とおもにクリークなどの汽水に生息するワニ <vua>がいる.
いずれも捕獲した場合は，食用にする.また砂浜に産卵にきたオサガメ (leather-backedtu口le)
<vonu>を捕獲し食用にする機会はまれではあるが，イザベル州 (IsabelProvince)のサンタ
イザベル (SantaIsabel)島に多いという.
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3四 4.毘虫類
サンドフライ<nonoke > 1*注6) ノ、エ<ngo >，カ <nanamo>， トンボ<laipon巴>，甲虫(< manibo > 
とくbubu>)，セミ<kasebo >，カマキリ<nanoke>，ホタル<totora >やアリ (<ok，巴shiri>と呼ば
れるものと，小さな薄茶色をしたく1010>)が彼らのfi'lJりに生息している.カカオ畑にはとく
にやぶ蚊が多く，やぶ蚊と村にいるときに人を吸血する蚊ととりたてて区刑しない.朝晩二回
行う教会の札拝のときには，歌い流れる賛美歌に，あちこちで蚊を叩きつける音が交じる.血
を吸いにきた蚊や吸血中の蚊を指して“腹が減った蚊"と称する.
3-5舗魚介類(I:f!殻類を含む)
) [1にはウナギ<puleo >やカワエピ<ula>が生息している.ウナギは手掛みか，外出するさ
いにはいつも講行されるブッシュナイフ <gau>で捕獲し食用にする.テラピアなどの淡水産
の魚類も大きなものは弓矢で射止める.
海や汽水域では，ホニアラで市販されている刺し網枚網)くvugo>を購入したもので魚
をとる.カヌー<etia >を使うときと使わない潟、がある.男女を間わないで多くて数人くらい
で行う漁は，人が網のサ品をもって伸ばしていく.カヌーを使う場合は，カヌーに乗ってい
る人が網を少しずつ海に入れていく.他端を一緒にして網を円形にした状態で中に閉じこめた
魚を水面を手で叩いたりし魚、を脅しくraram>網に追い込んで行く.泳ぎが得意な子どもも加
わることもある.またカヌーを使って海に突き刺した棒に網の一端を固定し，網を直線状に張っ
て漁を試みる場合は単独の操業になる.
さらに腕まで水に浸かり，釣竿<tatago >で漁をする女性もいる.海でとったヤドカリ <kok明
oba>の内臓部分， ミミズ，ゴカイ<thuthu>や乾燥したコプラを砕いたものを餌に捜う.とっ
た魚、を入れる袋を胸にぶら下げ，餌入れのココヤシの殻を半分に割ったものを頭の上に載せて
漁にいそしむ.
ヒメジ<kakala ; teteru> ，アジの一種<igatatago > ，ダツ<malole > ，エイ<valia> ，ボラ<kora>， 
コチ<hohota>，ヒラメの一種<bulinipana >，サヨリ<toronilwa > ，カマス<kobilubilu >，タチウ
オ?<mamura>などのほかに，未同定種くlaulambe>， < kokoto >， < boma >，くsego> ， < kamboa >， 
<kukuli>，くaoa>なども捕れるが，ヒイラギ<rora>が圧倒的に多い.サメ<bagea >を認知し
ているが実見していない.
タカセガイは，燃でん細工に使う目的で韓国に輸出された.まだ市場ではチョウセンサザエ
が3~ 41悶1ドルで売られていることもある.他に住民はシャコガイくkapichi>，スイジガイ
<peleke> ，ホラガイ<tabuli > ，巻き貝<koibo > ，海に生息するニナの類(< ipirindo >ゃくtwe>) 
を認知している.
3 -5叩1.オカjf、ニ
オカガニ(landcrab) (Cardisoma sp.) (武田・大山部); Takeda and Ohyama371) は，カカウパ
ツ<kakauvatu >と呼ばれ 11月 ~l 月のあいだ採J躍が可能で とくにクリスマスの時期に多
い.11月 ~12月にはメスは卵 <kooni> をもっ.つる↑fけ産物のグンノ Tイヒルガオ (lpomoea pes四
caprae)は，海からヲlっ込んだところに茂るココナツ林から砂辺に這い出すように生育してい
る.オカガニはこの時期になると，海水が被らないような，グンパイヒルガオが這う砂地のあ
ちこちに巣穴を掘って生息している.男も女も素手かブッシュナイフで穴の入り口を広げてか
ら，穴の奥まで、手を突っ込むようにして捕獲し，袋に入れてから屑に担ぎ，別の巣穴を探索し
ていく.
3 -5“ 2.ヤシガ、ニ
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ヤシガニ (coconutcrab) (Birgus latro) は，カズズくkathuthu>とl呼ばれ，フロ 1)ダ鳥では，
カイヨ<kaiyo >，マライタ島では，インコリ<inkoli >と呼ばれる.大きなものは，フロリダ
島のツラギ (Tulagi)市場で20ドルで売られていた.パンパラ村に顕した沖にあるヌグ島でも
生息している.
南西諸島ではとくにソテツを食べたヤシガニを食べたときに中毒するといわれている
(Takeda38i) が，ここソロモン諸島でヤシガニに中毒したという話しはまったく聞かない.
3-5-3. ノコギ、リガザ、ミ
ノコギリガザミ (swimmingcrab) (Scylla serrat，α) (武田・大山側;Takeda and Ohyama40I) は
カウオボボ <kauovovo>と呼ばれる.
マングロープや汽水域のj可口域に生息するカニで，年中捕れるが， 11月-12月は身の入りが
多い.やはり，メスは1月-12月に卵をもっ.日中にブッシュナイフで採捕する. トーチをつ
けて採捕する夜間の採捕では 捕獲成功率ーはあまり高くない.
4膚おわりに
オーストロネシア語を話すモンゴロイド集団が インドネシアやフィリピンあたりの多島海
から根茎類・樹木類と土器を携えて，長けた航海術を駆使して，オセアニアの海原に乗り出し
たのは，今から7，000-5，OC均年前といわれる.いわば新石器文化をもった「海のそンゴロイド
集団 I(片山山りが，先住集団のオーストラロ・メラネシアンを時には避けながら，移住・定
住・混血をしながら，オセアニアの大小の島々に地理的拡散していくことになる.その集団の
一つであるラピタ人が，メラネシア・ピズマーク諸島のムサウに残したラピタ (Lapita)土器
は，今から3200から3300年前になる(印来日)品
被らが，オセアニアの鳥艇に進出と放散・適応する過程で重要な食用資源に樹木栽培 (arbo-
riculture) によるパンノキやココヤシがある(武田とくにパンノキの実を発酵させたもの
は貯蔵食糧 (fermentedsωrage food) として利用できる.またココヤシも，人為的な栽培の手
を加えなくても，海流に流されてたどり着いた浜辺に自然に根付いて，その生育範囲を広げら
れる植物である.さらに多様な部位が，また生育過程の各時期 (stage)に応じて人間が利用・
食用できるメリットは大きい.しかも，ほほ無尽蔵に利用できる点も重要である.
ソロモン諸島島民の伝統的な食物利用・技術形態を級密に調べていく現地誠査は，今後，島
興生態系の住民の生存戦略を明らかにし，海のモンゴロイドたちのオセアニアに散らばる烏々
への進出・定住・拡散を探る上で基礎的な作業といえよう.
ガダルカナル島は，熱帯の島艇に属するメラネシア・ソロモン諸島の一つで，首都ホニアラ
があり，多様な植生と豊富'な資i原に恵、まれた島である.
タロイモやヤム等の根茎類を主体とし，シダ類を副食とし，ガダルカナル鳥の固有な植物性
資源に強く依存した食体系を構築してきた.ポストコンタクト (post田contact) と呼ばれる白人
たちとの接触によって，島に導入された外来のキャッサパやサツマイモなどの作物もあった.
しかし，それでもなお，プ1)コンタクト (pre-contact)する以前の島には，自給自足できるほ
ど十分な盟有な植物資源に恵まれた環境にあったといえる.ガダルカナル島氏がもっ民族構物
学的知識は，被らの生活に深く根ざした智恵として認めることができるばかりか，その深さや
幅の広さに外国の横物学者たち (Hancockand Henderson"l ; Hend巴rsonand Hancock48i) も一様
に驚揮することでも十分うなづけるものである.
島をとり囲む裾礁(合ingingreef)に足を一歩踏み入れれば，サンゴ礁には利用できる水族資
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j原も豊かであるが，彼らにとって海はそれほど魅力もなく，とりたてて海の資源にさほど依存
することもなかった.イルカ漁に専念するマライタ島民の…部に見られる海辺住民(竹;1相;
Takekawa5U}51i) などを除けば，海洋資源の開発に積極的な姿勢は見られないといっていい.
ソロモンピジン諾で「キャベッジjと呼んでいる栽培種や野生の採集種は，実に多い.その
植物のほとんどすべてが日常的にオカズとして利用される.そのオカズの豊富さも，ソロモン
諸島住民の食生活の大きな特離と捉えていい.
最後に，第二次世界大戦時におけるガダルカナル島を激戦地のーっとして記矯する人は多い
だろう.日本軍が造った飛行場は，完成を見た日に夜襲を受けて連合軍の手に落ちた.今は，
観光客の行き交うヘンダーソン (Henderson)国襟空港に変じた.また島々の間に横たわる海
峡には日本軍の戦艦などが数多く撃沈された.現在，そのあとはダイピングスポットとか，あ
るいは観光名所として利用されている.同時に海の中で沈んでA朽ち果てた戦艦の館は，種々の
魚たちに巣と生育場所を提供することになり，立派な漁礁を形成している.
散を恐れて森林に逃げ込んだ日本軍も多かったと開く.森林をさまよう多くの日本軍はマラ
リアを採介する蚊の攻勢に悩み，食料資源がたっぷりの森の中でただただ自活する道を知らず，
食うのもままならずに自滅の道に至ったにちがいない.サパイパルマニュアルやサパイパル
キットを手にして戦争に臨む準備に欠けた日本軍が，生活物資や医薬品などが豊富な連合軍の
態勢にとても立ち打ちできるはずがなかった.栄養失調やマラリアなどの病気に悩まされて死
んでいった日本軍はあまりにも悲惨で、あった.ソロモン諸島の熱帯のジャングルでいかに生き
残るか，過酷な自然環境の中でも，これは食べられる食べられないくらいの植物の見分け方を
予め教え込まれていたら とつくづく思わざるを得ない.戦争はそれを指揮する上層部や国家
のツケを，いつもー兵卒に平気で回すような非人間的なことをするのが常である.一人一人の
命の重さは測れないことを銘記すべきである.
5百謝 辞
平成 9 年度~12年度文部省科学研究補助金<基盤研究 (B)(l)>i地理情報システム
を利用した熱帯自然環境の変容と昆虫媒介感染症の動向に関する研究J(研究代表者:神戸大
学医学部教授・ ;1端麗人)の成果の一部である.
現地調査に際して，ホニアラ滞在中に江藤勝彦氏と高妻信道氏，青年海外協力隊 (JICA)
/国際協力事業団 (JOCV)・ソロモン駐在員事務所の浜田異一所長(鹿児島大学農学部卒業)
をはじめ，海外協力隊員の河村靖宏氏(現・広島県教育委員会)と福島理栄子氏(現・名古屋
大学大学院)，また SIMTRI (Solomon lslands Malaria Training and Research Institute)に勤務す
る各氏と，さらにテテレ (Tetere)在住の問中行広牧師(鹿児島県奄美大島出身の BrotherYuki司
hiro Tanaka :現.Don Bosco Training Centre， Henderson) とベドロパルカサール神父(メキシコ
出身の FatherPedro Balcasar) には貴重な情報と通信機器使用等の便宜をいただいた.またタラ
ウラ村に長期間の住み込みを侠く受け入れてくれたアニセトマネキキ氏 (Mr. Aniseto 
Man巴kiki)，フランシスサレ氏 (Mr.Francis Sal巴)やロベルトロッソ氏 (Mr.Robert Roso) と
その家族の方々には日常的に多大なお世話をうけた.
鹿児島大学多島圏研究センター教授・中野和敬博士には，ソロモン諸島に関わる貴重な文
献・書籍等のご教示をいただき，また借用させてもらった.さらに本稿の英文要約の校関では，
レイク J)スチーヌメリー (MsRay Chrystine M巴rry)佐賀大学経済学部助教授の手を煩わした.
本稿を上梓するにあたり この紙上を借りて上記の方々に深く感謝の意を表します.
38 佐賀大学農学部議報第85号 (2000)
6掴 j主
* 1 SDA (Seventh Day Adventist)教徒には，土曜日には火を使った料理の摂取，アルコールの飲酒，また
タバコの喫;爆やベーテルナットチュウイングの禁止等の厳しい戒律が課せられる.なお，ソロモン諸島内
での信者数は， Anglicanがもっとも多く，次ぎにカソリックと SDAが続く.
朝な夕なに村の小さな教会から関こえてくる賛美歌のハーモニーの素晴らしさにはいつも感動する.日
曜日には，この賛美歌のメロディーを聴くために朝の礼拝に出かけるのも村での調査の楽しみである.そ
してお礼にわずかばかりの金を喜捨するのが常になった.
* 2 1972年のサイクロンは“CycloneHannah"と呼ばれる.日本では台風には発生耳目に黍号をつけるだけで
あるが，台風やサイクロン，あるいはハリケ}ンに女性や男性の名前をつけるのはアメリカ統治の習慣に
拠るものである.
かつてソロモン諸島全域で、集落|習や島民の襲撃 (raiding)が展開されていた.その中にはヘ y ドハンテ
ングをともなった襲撃もあった.そのため，海岸部よりは，より安全な内陸部に集落を構えて住む傾向が
強かった.容易に向調しない風習が全島に行き渡っていたために宣教師たちが布教にEさるまでに苦難を極
めた廃史は長い (O'Brien52')
タラウラ村の端にあるパランデ (Mberande) 地区には1962~1989年までイギリス人，オーストラリア
人，アメリカ入が，ヤシ科のアブラヤシ (oilpalm: Eh凶 squineensis)のプランテーションを経営してい
た.その痕跡を示す建物が一部残っている.
アブラヤシのプランテーションは，全烏において現在CDC(Commonwealth Development Company) と
いう半官半民の:企業体によって維持・管理されている.
* 3 血を吸いにきた蚊や吸血中の蚊を指して村人は，ハングリーモスキート (hungrymosquito) と称する.
とくにココア焔には薮蚊が多い.この蚊と村にいるときに人を吸血にくる蚊を別に識別していない.村の
教会の礼拝は朝娩二回あり，美しい賛美歌のコーラスとハーモニーのあいまにあちこちで蚊をI引きつける
音がまるでまj楽器のように教会中に饗き渡る.
村人の蚊あるいはボウフラに対する伝統的な対策として下記のものが列挙できる.
a.蚊帳:一音1裕福な家庭の赤子の場合，子供が休むときに蚊帳(食卓の食べ物に蝿がだからないよう
にするために被せるものとまったく同じ)を使う.家族が寸者に入れる大型の蚊1哀をまったく使用し
ない家庭もあるが，あっても穴があいて破れていたり._-人用の狭い蚊|様に複数の人が寝る場合が普
j重である.
b.市販されている抗マライア泌を購入する場合もあるが，伝統的な民間療法ムとして下記の植物(未|司
定穏)を利用することもある.
〈、，ulekuku> 高木で，その樹皮はマラリアや頭痛のときに使われるー
くbobolii>樹皮が，マラリアや他の病気のときに使われる.
< siliu >樹皮，樹液，根と繋がマキラ島で?はマラリアのために使われる.
またパパイアの黒い稜子は，ソロモン諸島の南に位置するバヌアツ (Vanuatu)でマラリアの主主と
して，レモンの汁と 緒に欽泊される.
C. 1980年代に村に揺られたいくつかの弁戸にはトタンなどを被せるなどの配慮も見られる.これはき
れいな水を使うという衛生上からの配慮、からであろう.
d.寝るときに毛布ないしは布を頭ごと被る.また普段着のまま寝てしまう子供も多く，子供でも裸で、
寝ることはないようだ.パジャマのように胸の前に垂らした‘枚の布を首の後方で先端部を結んで寝
ることが多い.
巴.伝統的な家屋では，サゴヤシの葉で屡根を葺いたり，援や床を竹や板を使うのが一般的である そ
の構造には，採光するための慾は少ない.その窓もきちっと閉まって，外部笠間を遮断するわけでは
なく，いくつも隙間がある.覆いやガラスなどがちゃんとイ蒲わった窓でないこと，懸の際関から蚊の
進入は容易である.またi高床式の家屋では，号室や)未の板や竹のあいだに隙間がある.通風lこは優れて
いるが，蚊の進入を完全に防ぎ切っているとは思えない.伝統的には地面にべったりと構築した家屋
が一般的であったが，現在は高床式の家屋が多く見られる.
バルカン半島ダルマテイア地方アを原産とするキク科のジョチユウギク(除虫菊:Py陀 thrumcInerarI 
Gφl/ium)に含まれるピレスロイド(ピレトリン)の殺虫、成分を利用して作った蚊とり線香(おもに
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中国産のものが多い)やインセクトサイドのスプレーなどが，ホニアラ市内の:大小の庖で市販されて
いる.また，タイのパンコックで作られた100%ポリエステル製の蚊帳もホニアラで購入可能で、ある.
しかし，残念ながら村人に購入するほどの資力に恵まれておらず¥普段に使用されることは，少ない.
蚊帳の普及がもっとも浬想、的ではあるが，村人の購買力は高くない.そして自宅に吊している蚊帳
もあちこち被れていて，蚊の進入を防ぎきれない.いずれにせよ，蚊を防ぐ対策としては，不完念な
現状といえる.
南インドではクマツヅラ科のニンジンホ、ク(Vi山xnegunω)の葉を焚い、て案内から蚊を追い出すが，
ソロモンでは革本を焚くことはしない.ちなみにアフリカ，アジア，ラテンアメリカではセンダン科
のニームノキ (Azid，αrachtaindica)の葉もその日約のために焚かれる (Rozendaal剖).
また沖縄本島でヤマクブニー(西表西部ではマンサン)と呼ばれる，多年生草本のサクラソウ科の
モロコシソウ (Lysimachiasikokiana)がある昼これを刈り取り，陰二f二ししたものを粁などに吊して蚊
の忌避剤として使う.乾くとクネンボの香りに似るのでヤマクネンボとも呼ばれる(安渓遊地，私{言).
タンスの中に入れ，防虫剤としても使われる.一方，ナス科ヤコウカ(夜香花 Cestrumnoctumum ) 
あるいはヤコウボク(夜香木)は，夜に芳香を潔わせる.そのためにこのニオイが蚊の忌避剤として
使うという話しもあるが，実際の効能のほどについては定かでない(長田英己，私信).
新潟県では，ハマゴウ (v.rotund約lia) を使うが，沖縄・酋表ではフサ I}ャカッツアと呼ぴ，鏑に
炭を入れたものの上に干したハマゴウをのせていぶして使う(安渓遊地，私信).
* 4 なおソロモン諸島における現地誠査は，下記の三件の文部省科研費・国際学術研究に依拠し， p，埼玉長期間
は下記の通りである.
1上.ヰ平Z成9年度 (は19ω97年)文部省科石研背費.毘際学術f研冴究 「地王理型里情i
変容と昆虫煤介感染訂症Eの動|防向台句jに関する研究J(研究代表者:)川iリ!端箕人‘神戸大5学学医学音部教授)の現地
調査で平!成蕊lωO年1月.
2.平成10年度(19981jド)文部省科研費・間際学術研究「熱帯感染症対策へのリモートセンシングと地
理情報システム技術の応用J(研究代表者・ 1商品虞人・神戸大学医学部教授)の現地調査で平成10{f
9 月~1O月
3.平成1年度 (1999年)文部省科研費・国際学術研究「熱帯感染抜対策へのリモートセンシングと地
王手情報システム技術の応用J(研究代表者:1端主主人・神戸大学医学部教授)の現地調査で平成11年
9月.
1999年の現地調資時には，ガダルカナル島氏とマライタ島氏のあいだに不幸な確執(ethnict巴nsion)
が主主じていて，ガダルカナル本島での調盗はできない状況にあった.この間， GRA (Guadalcanal Revo-
lutionary Army)に所I議する民兵がタラウラ村を占拠していたために，実質的な調査はできなかった
が，調ヨE地に住む村人の元気な姿だけは垣間見れた.その後，武力陣争が国内に拡大したが， 2000年
10月15日にオーストラリア東部のクイーンズランドナトiのタウンズピルで和平協定 (Townsville Peace 
Agreement)が結ばれた.その際，カ、ダルカナル島の西部に勢力をはった GRAや，腹部に力をもっ IFM
(lsatabu Freedom Movement) とマライタ島の勢力の MEF(Malaita Eagle Force)の兵士たちへの補償
金が支払われることで合意した.しかし，その分自己の有無や多寡をめぐってワントック<wantok > (one 
talk) とI乎ばれる言語をーにする集団関での新たな争いが生じるようになった.一方，武器の回収と
島内の和平を監視する泊!祭監祝委員 (PeaceMonitoring Cou 日cil)ができて，ソロモン諸島は以前のよ
うに静かな島に向かいつつある.
休校していた学校や閉鎖された CDCやSIPLのアブラヤシプランテーションやゴールドリッジの
金鉱業の大企業などが2001年には再開される.また，ソロモンを代表する半官半民の大企業であるソ
ロモンタイヨー (Solomon Taiyo)は現在レイオフ中ではあるが，カツオ漁にわき，缶詰生産に操業
の音が聞こえてくることを早急、にしかも切に望むところである.
ただ二年にわたって続いた協争のつめ痕が村に残していったものにマリファナ<maruana > (marihu 
ana : marijuana)がある.アサ科の大麻 (hemp:Cαrmabis sativa)が村に栽培され，彼らの伝統的なフ
ローラリスト (floralist)に新規に加わった戦争の洛とし子である.村の若者が閑居に任せてマリファ
ナに溺れることがないように祈るだけではあるが，不幸な争いのあいだに村の芳者たちが習得したも
のに塩化ビニール製のパイプ。を使った自家製のプラスチックパイプの打楽器演奏がある.パイプを適
当な長さに切ったものをよ下に重ねたり，水平に並べ，ゴムで縛り伺定した簡単な楽器である.小さ
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な子供たちもそれ相応の小さなパイプの楽器の一端を靴の中敷きのようなもので打ち鳴らす.一人が
唄う歌に合わせた合奏は，深淵な共鳴の響きと絶妙な音のコンビネーションをもたらす.微妙な調律
を駆使し，彼らが披露してくれる素晴らしい音楽カのデモンストレーションに深く感動した.その音
の響きもハーモニーもー震に彼らがもっ天性の音感に由来しているからにちがいない.今回の調資で
得た大きな~又穫の一つになった (2000年12月 1 日記 at JICA Solomon Offic巴inHoniara， Solomon 1s-
lands) ， 
ヰ 5 ツカツクリ (megapode)は，ソロモン諸島のサボ烏 (Savolsland)やシンボ烏(ニュージョージアー島
の西側にある Simbo島)の火山鳥を中心にガダルカナル島にも生息する鳥である.ヒクイドリ (cassowary)
と同じく，地上性が強く，飛べない鳥(f1ightlessbird)である.
ツカツクリはツカツクリ手ヰ，ホウカンチョウ手こ十，ライチョウ科キジ科，ホロホロチョウ科とシチメン
チョウ科に分類されるキジ尽に属する.インドi羊に浮かぶモーリシャス烏にしか生息、していなかったド
ウードウー (dodo)は，ハト尽に属し，飛べない烏であるために人間に食べ尽くされてしまい，絶滅して
しまった d普きである.
ツカツクリの親鳥の本体はニワトリくらいのサイズであるが，卵は大きい 計測値では 1倒200gでニ
ワトリの卵の4倍(須回一弘，私信)もあり，その中でも黄身の大きさがきわだって大きい.成鳥の体重
あたりの卵の三重量比がt吐界最大であるのは，ツカツク'}の援による鮮化が地熱または分解熱手IJmであるた
め.iJIlf化までの期間が長い.この長期間の栄養を大きな賞身でまかなうためであるからである.
l雀卵時期を見計らい，卵を採取し，ホニアラの市場などで販売されていることがある.
なおツカツクリはニューカレドニアでは絶滅したが，パラオにもトンガ，サモアにも生息している.
ニューカレドニアのツムリというマウンド状の遺跡はツカツクリの塚だということがわかっている.また
トンガ，サモアでは，卵を貢納品にしていたという記録もある(印東道子，私信).
ソロモン諸島で売られているツカツクリの卵は，ニワトリの2倍近い容最がある.黄身がとくに多く，
ゆで卵の場合とても美味であるが，卵焼きはまずい.ソロモン諸島の火山鳥に住むツカツクリも地熱で卵
を術:化する.保護されていて，産卵期の捕獲は禁じられている.
またニュージーランドにかつて生育していた巨大なモア (moa) も飛べない烏である.ポリネシアから
初めてニュージーランドに足を踏み入れたマオリ (Maori)の人たちは，このばかでかい地上性の鳥をい
とも簡単に捕獲できた.農耕託手、務民であったはずのボリネシア人の系識をつぐマオリの人たちの官町立モ
アハンターと呼ばれる狩猟民に変容してしまったほどである.もっともモアの一部はスワンプなどに追い
込まれて，はまって死んだものもいたが， 61.潟2C穏もいたモアの仲間lまことごとく，大きなものから瀬に
ニュージーランドの地から姿を消してしまった.人を恐れない大きなそアは，マオリの人々の格好な蛋白
il京になっていたのである.
16世紀以降，ニュージーランドにやってきた白人は誰一人として，モアの姿を見ていない. 1800年まで
には全てが絶滅の愛き自にあってしまった.ただ.18世紀後半，キャップテンクック (CaptainJames Cook) 
が立ち寄ったニュージーランドで幼少の頃にモアの話しを耳にしたという老人に出会ったことを記してい
る.
マオリ諸でニワトリを指す「モアjという呼称が，そのままニュージーランドに生息していた巨大な，鳥
に対しでも名付けていることは面白い事実である.
牢 6 サンドフライとは，チョウパエ科 (Psychodi必e).ブユ科，ヌカカ科等に属する双題目の小型吸血性見
虫の総称であるが， とくにチョウパエ科のサシチョウバエ属 (Phlebotomus)のハエである
ヌカカ科 (Ceratopogonidae)で英名 (bitingmidge) と呼ばれるものは，海岸で昼間に車iJすこと，小さく
(体授が0.5mll程度).黒色で，惣は透明で，斑紋がなく，かゆみが数週間残ることが多いクロヌカカの一
種である.わが闘にもトクナガクロヌカカ (Leptoconopsnippone削 is)が酋日本~沖縄の海岸にときどき
発生し，問題になったことがある.ヌカカは普通，茶褐色で惣に波紋がある Culicoides属の種で海岸(マ
ングロープ林)や森ではげしく吸血する.
マライタ烏でサンドフライに刺されると，地元で“ヨーズ"(yaws: O'Brien"') と呼んでいる風土病に
なることがあるという(竹山大介，私信).ヨーズになると梅毒のように患部が腐り，ベニシリンが特効
薬である.またサンドフライはニュージーランドの，とくに西海岸のフィヨルドなどにたくさん生息、して
いて，刺されたら，かゆいばかりか，長引くので大変だという(印東道子，私信l.我々も何度か，この
激しいかゆさをソロモン諸島で経験して以来，イ本を鐙出しての海水浴やi剤、の手伝いを慎むようになった.
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摘要
ガダルカナル島は，熱帯の島艇に属するメラネシア・ソロモン諸鳥の一つで，多様な植生と
豊富な資源に恵まれた島である.
タラウラ村‘は，ソロモン諸島の主島ガダルカナル島の首都ホニアラからほぼ50キロメートル
東方に位置する.およそ300人ほどの人々が住んでいる集落である.
ガダルカナル烏タラウラ村における動植物資源の伝統的な利用技術や管理形態を通して，オ
セアニア島民の島興生態系における生存戦略がいかに行なわれてきたか，また現在行なわれて
いるかを探るために1997~1999年まで現地での住み込みによる狭域調査 (intensivestudy) を行
なった.
基礎資料は現地で行なった開き込み法 (questionnaires)，直接観察法 (direct observation) に
よって得られたデータに基づき，調査期間中にソロモン諸島のマライタ島，フロリダ島やニュー
ジョージアナ1'のギゾ烏での広域調査で得られた情報を付け加えた.
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オ}ストロネシア語を話すモンゴロイド集団が，インドネシアやフイ 1)ぜンあたりの多鳥海
から根茎類・樹木類と土器を携えて，長けた航海術を駆使して，オセアニアの海原に乗り出し
たのは，今から7，000~5， 000年前といわれる.いわば新石器文化をもった「海のモンゴロイド
集団」が，先住集団のオーストラロ・メラネシアンの人々を時には避けながら，移住 (migra-
tion)・定住 (sedentarism)・混血 (interbreeding) をしながら，オセアニアの大小の島々に地理
的に拡散していった.その集団の一つであるラピタ (Lapita)人が，メラネシア・ピ、ズマーク
諸島のムサウに残したラピタ土器は，今から3，200から3，300年前になる.
後らがオセアニアの島艇に進出と放散・適応する過程で利用した，重要な食用資源には樹木
栽培 (arboricuIture)によるパンノキやココヤシがある.とくにパンノキの実を発酵させたも
のは，貯蔵食糧 (ferment巴dstorage food) としても利用する.またココヤシは，人為的な栽培
の手を加えなくても，海流に流されてたどり着いた浜辺に自然に根付いて，その生育範囲を広
げられる特性をもっている.さらにココヤシの多様な部位が，それも生育過程の各時期(stage)
に応じて人間が利用・食用できるメリットは大きい.しかも，ほほ無尽蔵に利用できる点でも
パンノキと同様に非常に重要である.
調査の結果，本集落においてタロイモやヤム等の根茎類を主食とし，シダ類を副食とする，
ガダルカナル島の固有な植物性資源に強く依存した食体系 (food-technologysystem)を構築し
てきたことが判明した.ポストコンタクト (postくontact) と呼ばれる白人たちとの接触によっ
て，島に導入された外来のキャッサパやサツマイモなどの新大陸起源の作物もあった.しかし，
それで、もなお，プリコンタクト (pre叩contact)の島には，自給自足できるほど十分な調有な植
物資源に恵まれた環境にあった.ガダルカナル島民がもっ民族植物学的知識は，彼らの生活の
中でみられる様々な智恵に垣間みることができるばかりか，その深さやi隔の広さに外国の植物
学者たちも一様に驚時することでも十分うなづけるものである.さらにソロモンピジン語で
「キャベッジjと呼んでいる栽培種や野生の採集積は，実に多い.その植物のほとんどすべて
が日常的にオカズとして利用される.そのオカズの豊富さと周年性も，ソロモン諸島住民の食
生活の大きな特鍛と捉えられる.
島をとり臨む掠礁 (tiingingreef)に足を一歩踏み入れば，サンゴ礁には利用できる水族資源
も豊かであるが，彼らにとって海はそれほど総力もなく，とりたてて海洋資源にさほど依存す
る必要もなかった.イルカ潟、 (dolphin hunting) に専念するマライタ島民の一部に見られる海
辺住民などを除けば，海洋資源の開発に積極的な姿勢は見られなかったといっていい.
ソロモン諸島鳥民の伝統的な食物利用・技術形態を鍛密に調べていく狭域調査は，今後，島
隣生態系の住民の生存戦略を明らかにし，海のモンゴロイドたちがオセアニアに散らばる大小
の島々への進出・定住・拡散を探る上でも基礎的な作業といえよう.
